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　この度、大宮駅東口大門町二丁目中地区第一種市
街地再開発事業が、無事竣工を迎えました。年
に再開発組合を設立し、準備組合、それ以前の勉強
会を含め年近くの年月が経ちました。この長い間
行政関係者をはじめ、多くの皆さまから賜りました
ご理解そしてご協力に心より御礼を申し上げます。
　当地区は大宮駅に近く中山道に接し、氷川神社と
の間に位置するポテンシャルの高いエリアです。し
かし市有地を含めて低未利用地、老朽化した建物が
残り、防災機能の低下といった課題を抱えておりま
した。そこで土地・建物利用の高度化・防災性の向
上、機能の充実を目的に公民連携の再開発事業をス
タートし、建物用途については放送局、バスターミ
ナルなどさまざまな可能性の検証を経て、最終的な
事業計画を決定致しました。
　再開発事業の長い期間いろいろな局面がございま
したが、清水勇人さいたま市長の一貫した理念の下、
大宮駅東口まちづくり事務所職員の活躍があり、こ
のほど滞りなく竣工の運びに至りました。
　新しい市民会館おおみやの大ホールにて、グリー
ンの座席に腰掛けました。四季折々の氷川参道の並
木や見沼の緑に想いを馳せ、清楚で美しいホールだ
と感じました。そして地元の皆さまと共に、この事業
を展開することができたことに安堵いたしました。
この大宮駅東口の新拠点に新たな人と人との交流が
生まれ、まちの文化がますます育まれていくことを
祈願しております。

■工　事　名　称：大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業
施設建築物等新築工事

■建　設　地：さいたま市大宮区大門町２丁目番地
■建　築　主：大宮駅東口大門町２丁目中地区市街地再開発組合
■設計・監理：株式会社山下設計
■施　工　者：鹿島・松永建設特定業務代行共同企業体
■構　　　造：Ｓ一部ＳＲＣ・ＲＣ造（１階下柱部柱頭免震）
■階　　　数：地下３階地上１８階
■規　　　模：〈敷地面積〉，．㎡〈建築面積〉，．㎡〈延床

面積〉，．㎡
■工　　　期：年７月日～年月日

施設写真撮影：株式会社エスエス　島尾　望

　敷地はＪＲ大宮駅東口から続く大通りに面し、四
方を道路で囲われ、交通量も人流も多い活気あふれ
る開かれた立地である。少し足を延ばせば緑豊かな
氷川神社があり、その周りには閑静な住宅街が広が
るという多様な環境を持つこの地に、オフィス、銀
行、大小ホールやスタジオ等を擁する公共施設、飲
食や物販店舗等を展開する商業施設等からなる〝大
宮らしい〟多様な用途の施設が求められた。
　そのような街中に計画されるため、建物の中心に
どこからでもアクセス可能な、大宮のシンボルであ
る氷川参道を想起させるデザインの『門街（かどま
ち）広場』を据え、広場を囲むように各用途を配置
し、通り抜けするだけでも新しい発見を偶発的に誘
引し楽しめるような動線とした。また、吹き抜けを
軸として立体的にも広場を構成し、積み重ねて立体
展開された各用途の〝ハコ〟から生まれる表情が大
宮の街に現れる外観を目指した。
　低層部には商業施設や銀行を配置し、中層部には
席の大ホール、平土間利用も可能な小ホールを
中心とした公共施設、上層部にはオフィスフロアを
積み重ねた構成とした。このように異なる用途を集
積し、それぞれの利用を促す配置とすることで、演
奏会の後にショッピングをしたり、会社帰りに食事
を楽しむなどさまざまな使われ方ができる、施設名
称『大宮門街（おおみやかどまち）』にふさわしい
建物自体がひとつの〝街（まち）〟となるような計
画とした。
　竣工後、新たに拡幅整備された周囲道路を見ると、
明らかに街の流れがスムーズに変化したように感じ
た。来春のグランドオープンを控え、大宮の人々の
期待感の波が建物に押し寄せている気配を日々感じ
ている。
　株式会社山下設計

　三沢　守　太田　定治　今林　寛晃

小ホール

　大宮駅東口大門町二丁目中地区第一種市街地
再開発事業におきまして、本年月末に再開発
ビルの工事が竣工いたしました。いよいよ来年
春にグランドオープンという運びになります。
この間、本事業にご尽力を頂きました関係者様
には深く敬意を表しますとともに、竣工という
一つの区切りを迎えたことに心よりお祝い申し
上げます。
　さて、大宮は、国が定めた首都圏広域地方計
画におきまして、首都圏における東日本の玄関
口と位置付けられ、大宮を起点に東日本各地と
の人やモノ、情報の対流拠点として整備が求め
られております。
　そうした中で、本市におきましても、「大宮
駅周辺地域戦略ビジョン」をはじめ、「大宮駅
グランドセントラルステーション化構想」の実
現に取り組んでいるところでございます。
　本事業は、まさにこれからの大宮の変貌をけ
ん引するリーディングプロジェクトであり、大
宮駅東口での初の再開発事業でございます。
　本再開発ビルには、魅力的な商業施設や大規
模なオフィス、また、人規模の大ホールを
持つ市民会館おおみや（愛称：RaiBoc Hall　
レイボックホール）が整備され、新たな人の流
れ、交流の拠点となることを期待しております。
　本事業を契機とし、大宮駅周辺がますます発
展することをご祈念いたしまして、お祝いの言
葉とさせていただきます。

　大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開
発事業が、施設建築物の竣工を迎えた。地域におけ
る街づくり勉強会の始まりから、足かけ約年の夢
の実現だ。中山道に接した街角は『大宮門街（おお

みやかどまち）』と呼ばれ、約８万㎡の複合建築と、
ＪＲ大宮駅との往来で通り抜けのできる門街広場が
にぎわいをもたらす。設計・監理は山下設計、施工
は鹿島・松永ＪＶが担当した。

オフィス基準階 門街広場


